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研究成果の概要（和文）：本研究では、OPPAに注目し、理科教育における自己評価の「問い」を活用した資質・
能力を育成するための学習・授業改善方法の開発を行った。主な成果は、①学習者の資質・能力の育成には、
OPPA論の機能である「学習と指導と評価の一体化」が有効であること。②これらは、OPPA論に基づく「学習目
標」の形成により促されること。③それと同時に教師の自己評価による授業改善がなされること。④これは、学
習者による「学習目標」に基づく自己評価を、教師が把握することでなされること。⑤ここでは、教師の教育観
の変容が重要な要素になることである。

研究成果の概要（英文）：This research, focusing on the question scheme offered by OPPA, was aimed at
 developing methods for improving learning and teaching to promote qualities and abilities in 
science education. The main findings of this research were: ①OPPA, which implements “Assessment as
 Teaching and Learning”, is effective in fostering learners' qualities and abilities. ②These are 
promoted by what can be called ”Formation of Objects of Learning based on OPPA". ③Teachers can use
 self-evaluation to improve their lessons. ④The teacher's self-assessment is based on the learners'
 self-assessment as manifested in the learners’ " Objects of Learning". ⑤An important factor in 
these changes is the transformation of the teacher’s thinking.

研究分野： 理科教育学

キーワード： 自己評価　OPPA　学習・授業改善　教員養成・教師教育　学習と指導と評価の一体化　教育観　教育評
価　理科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学習者の資質・能力を教育現場において実現するには、自己評価のための「問い」の活用が有効である。本研究
では、自己評価を重視した評価論である一枚ポートフォリオ評価（OPPA）論の「問い」を中心に、その効果を理
論的・実践的の両面から明らかにすることができた。これらは、OPPAに関する研修会を通して検証を重ねること
で、より教育現場における実証可能性を確保することができた。これらは、出版された書籍を通して、広く公開
されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
欧米では、学習・授業改善における形成的評価の有効性が叫ばれ、たとえば、L. M. Earl（2003）

により学習者自身が自己の学習を評価するという「学習としての評価（Assessment as 
Learning）」の意義が強調されてきた。国内でも、学習評価の重要性が指摘され、パフォーマン
ス評価やポートフォリオ評価が注目されようになった。たとえば、研究代表者の中島雅子と研究
協力者の堀 哲夫とによる「一枚ポートフォリオ評価法（OPPA：One Page Portfolio Assessment、
以下 OPPA と記す）」、また、西岡加名恵（2008）や松下佳代（2007）らの「パフォーマンス評
価」があり、実践も数多く行われるようになってきている。 
しかしながら、こうした評価が小・中・高等学校の理科授業の中で十分活用されているとは言

いがたく、学習者の自己評価に基づく資質・能力育成のための方法やその効果について検討され
てきたとは言えない。本研究が目的とする理論と実践を強固、かつ、本質的に結びつける具体的
な提案が求められている。 
 資質・能力の育成に自己評価が活用されていない問題の背景には「問い」の問題が存在する。
つまり，自己評価は評価であるにも関わらず，教師の評価観により、どういった「問い」が適切
かについて、これまで議論されてこなかった。OPPA は，自己評価に注目した形成的評価である。
このことより、OPPA の「問い」が，資質・能力の育成を促すその要素と構造を明らかにするこ
とが、自己評価を活用した資質・能力の育成に有効と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，自己評価の「問い」を活用した資質・能力を育成するための学習・授業改善

方法を開発し、教師教育への適用を図り、その効果を広く社会に還元することである。具体的に
は次の三点である。なお、ここでいう自己評価とは、自身の概念や考え方やその形成過程を自覚
することをさす。 
（１）「一枚ポートフォリオ評価法（OPPA）」の「問い」に注目し、小・中・高等学校の授業の
中で資質・能力の育成における「問い」の効果を検証する。 

（２）検証結果に基づき、その効果を促す自己評価の要素と構造を明らかにする。 
（３）それらを、教師教育へ適用するとともに、その効果を教師や学習者を対象にした「OPPA
研修会」の開催、および、ウェブサイトの開設により広く社会に還元する。 

 
３．研究の方法 

研究は、次の手順で進めた。 
（１）OPPA の「問い」が、資質・能力の育成を促すその要素と構造の解明。 

適切な「問い」の条件（要素）を抽出し、それらが学習者と教師の資質・能力の育成にどう
関係するのかについてその構造を解明する。 

（２）（１）の結果に基づく自己評価を活用した学習・授業改善方法の開発を行う。及び、それ
らを OPPA 研修会を通して検証する。 

（３）開発した改善方法を教師教育へ適用するとともに OPPA 研修会を開催し広く社会へ提供す
る。 

 

①「本質的な問い」 
＜問いの内容＞ 
・その単元において最も重要だ
と思われる本質的な概念や考
え方 
＜問いの機能＞ 
・単元の学習前・後で同じ問い
を設定する。これにより学習に
よる変容を意識させ、「学ぶ意
味」や「学ぶ必然性」を獲得させ
る。したがって、知識レベルで
はなくその単元の本質を自覚さ
せるような問いをたてる必要が
あり，教師の力量が問われる。 

学習前に記入 

③ 学習前・中・後を比較し自
分の何がどう変容したのかを自

覚させるための問い 

学習後に記入 

本
質
的
な
問
い 

②「今日の授業で
一番重要だと思っ
たこと」と言う問
いと「感想・疑問
点」を、毎時間記
入。これにより授
業評価を行う 



４．研究成果 
 主な成果は次の４点である。 
（１）OPPA の「問い」が、資質・能力の育成を促すその要素と構造 

次の３点が明らかになった。 
①「本質的な問い」の機能 

具体的には、小・中・高等学校理科の各単元における事例分析を基に OPP シートの「本質的
な問い」に注目し、考察した。その結果、OPP シートの機能とその効果を向上するための OPP
シートの「本質的な問い」は、まず、回答に幅を持たせる問いであること。さらに、その文言
の要素は、曖昧性と多義性，および馴染み深さにあり、これらが学習者の概念や考えの形成過
程の自覚化，すなわち「自己評価」と「学ぶ意味・必然性」の感得を効果的に促すことが明ら
かになった。 

②OPP シートへの教師によるフィードバックの効果 
東井義雄と庄司和晃の研究に注目し、フィードバックに必要な要素の抽出、分析を行った。
その結果、フィードバックの機能として、第１に、理科の「見方・考え方」への気づきを促す
こと。第２に、学習者自身による「学習目標」の形成を促進すること。第３に、子どもと教師
の間に信頼関係を育むこと。第４に、OPP シートへのコメントによる教師のフィードバックに
より教師自身の「自己評価」による授業改善がなされることである。これらについては、OPP
シートの学習履歴欄における「問い」の機能によるものと考えられる。 

③教員養成における効果 
OPP シートに設定された「問い」が教職大学院学卒院生の力量形成に有効であることを明ら
かにした。具体的には、次の２点である。第１に、学習者が自身の認知過程を自己評価（自覚）
すること、および、その姿に基づく教師の自己評価が、学習者の「主体的な学び」を促すこと。
第２に、これにより教師の授業改善を可能にし、教職大学院学卒院生の力量形成に有効である
ことである。これらは OPP シートに設定された「問い」が、授業実施者である大学院生の自己
評価を促すことにより可能になることが明らかになった。 

 
（２）「学習と指導と評価の一体化」を可能にする授業の開発 

次の３点が明らかになった。 
①OPPA 論に基づく「自由試行（messing about）」を活用した授業開発 

具体的には，小学校理科において OPPA 論に基づき自由試行（Messing About）を導入した授
業を行い，「学習目標」の形成に着目して OPP シートの記述を分析した。その結果，次の 2 点
が明らかとなった。第１に、OPP シートが自由試行による学習者の概念や考えの認知過程を可
視化することで、学習者が自ら「学習目標」を見出すこと。第２に、自由試行により見出した
「学習目標」が，OPP シートの思考や認知過程の内化・内省・外化のスパイラル化を促す機能
により，質的に向上する効果である。 

②OPPA 論に基づく「パフォーマンス課題」の効果 
  中学校理科を事例に、OPPA 論の「本質的な問い」を「パフォーマンス課題」として活用する
ことで、学習者の「学習目標」の形成、及び、「学習としての評価（Assessment as Learning）」
を促すことを明らかにした。 

③OPPA 論を活用した双方向対話型授業の開発 
オンラインで行う授業において、OPPA 論を活用した授業の開発を行なった。具体的には「本
質的な問い」を活用した「双六トーク」や「ダイアモンドランキング」といった教材を用いた
授業開発を行なった。その結果、OPP シートに設定された「問い」が、遠隔授業において有効
に働くことが明らかとなった。 

 
（３） 「主体的に学習に取り組む態度」の育成とその評価 

次の２点が明らかになった。 
①OPPA 論に基づく「学習としての評価（Assessment as Learning）を活用した授業開発 

具体的には、中学校理科の遺伝単元おいて、「学びに向かう力・人間性等の涵養」に関する
OPPA の有効性を明らかにした。その結果、次の４点が明らかになった。第１に、学習者のメ
タ認知が促され、その結果「学ぶ意味・必然性」が感得されること。第２に、各学習者の実態
に応じた教師のコメントによりその改善が促されること。第３に、これら２つにより、OPPA を
活用することが、ヒトの遺伝を授業で扱うことを可能にするという示唆が得られたことであ
る。第４に、これらは、OPPA による「学習としての評価（Assessment as Learning）」の機能
によることである。 

②「主体的に学習に取り組む態度」の育成 
OPP シートに設定された「問い」が「学習のための評価（Assessment for Learning）」およ
び「学習としての評価（Assessment as Learning）」の２つの機能を持つ要素とその構造を明
らかにした。「学習のための評価（Assessment for Learning）」については、「間違いを恐れな
い」といった学習観を生徒に感得させることが、指導と評価の一体化に必要な要素であること
を明らかにした。「学習としての評価（Assessment as Learning）」については、OPP シートに



設定された問いと「学習としての評価」の関係を明らかにした。「本質的な問い」として「幸
せになる学習履歴表とはどういうこと（意味）だと思いますか」を設定した結果、この問いが
「学ぶ意味・必然性」の感得を促し、主体的で前向きな態度の育成につながっていくことを明
らかにした。 

 
（４）教師の教育観の変容による授業改善 
  OPPA を授業で活用することにより、授業者である教師の教育観（教育に関する考え方）の
変容が促されることを明らかにした。具体的には、①OPP シートへのコメントが、教師の教育
観の変容を促すこと。②OPPA を活用した授業実践がそのまま教師の学びとなることである。 
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